
足柄駅

市立病院

市役所

神山神社

久野川

市役所前

久野川橋際

兎河原橋際

井細田駅

小田原
　　厚木道路

小
田
急
線

大
雄
山
線

大雄山線 井細田駅または小田急線足柄駅
久野川に沿って西方に徒歩約20分。　久野235

　久
く

野
の

の神
こうやま

山神社には、１本の魚
ぎょ

雷
らい

と３基の戦
争碑があります。戦争碑は日清戦争、日露戦争、
アジア太平洋戦争の戦

せん
没
ぼつ

者
しゃ

のために建
こん

立
りゅう

されま
した。魚雷は防

ぼう
衛
えい

省
しょう

防
ぼう

衛
えい

研
けん

究
きゅう

所
じょ

所
しょ

蔵
ぞう

の史
し

料
りょう

か
ら、1927 年 8 月に神山神社社

しゃ
司
し

から横
よこ

須
す

賀
か

鎮
ちん

守
じゅ

府
ふ

長
ちょう

官
かん

宛
あて

に廃
はい

兵
へい

器
き

下付の申
しん

請
せい

がなされ、翌月に
許可が下り、海軍軍

ぐん
需
じゅ

部
ぶ

から「神社備付用記念
品」として「四十五 糎

せんち
魚
うおがた

形水雷頭部共一個」が
神社に下げわたされたことが分かっています。

神山神社の魚雷と戦争碑8

JR東海道本線

町田小学校

小田原駅 緑町駅

中町二丁目

新玉

芦子橋

井細田大橋

山
王
川

寿町５丁目

田中組

小田原駅
小田原駅東口から城東車庫前行きバス約10分。
「花王前」下車徒歩約1分。　寿町4丁目5-1

花王前

花王

　この空襲記念碑は敗戦間近の 1945 年８月頃
に米軍小型機による機

き
銃

じゅう
掃
そう

射
しゃ

を受けて弾
だん

痕
こん

が
残った橋げたの一部です。この橋は ｢ 青

あおばし
橋 ｣ と

呼ばれ、小田原駅西側の東海道本線及び箱根登
山鉄道をまたいで掛かっていた跨

こ
線
せん

橋
きょう

です。橋
げたの改

かいしゅうこうじ
修工事を請け負った地元建設会社田中

組の社長田中喜
き い ち ろ う

一郎さんが、空襲があった事実
を残すため、青橋の側にあった旧田中組本社前
に設置しました。現在は移転し、寿

ことぶきちょう
町の田中組

事務所前に置かれています。

青橋の機銃掃射弾痕9

東泉院

久野川

コンビニ

久野小学校 足柄駅
井細田駅

小田原
　　厚木道路

小田原駅西口から船原行きバス
約15分。「中久野」下車徒歩約２分。　久野1565

市立病院

市役所

小
田
急
線

大
雄
山
線

小田原駅から伊豆箱根バス

中久野

　間
ま

中
なか

喜
よし

雄
お

さんは本
ほんちょう

町の総合病院・間中病院の
元院長です。小田原に生まれ、1935 年に京都大
学医学部を卒業し、医師となりました。40 年に
召
しょう

集
しゅう

され、すぐに復
ふく

員
いん

。41 年（30 歳）に軍
ぐん

医
い

として再召集され、敗戦を沖縄・宮
み や こ じ ま

古島で迎え
ました。宮古島では飢

き
餓
が

状
じょう

態
たい

を体験し、敗戦後
の 10 か月間、沖縄の米

べい
軍
ぐん

捕
ほ

虜
りょ

収
しゅう

容
よう

所
じょ

で過ごし
ました。1989 年、戦争への怒

いか
りと戦争の愚

おろ
かさ

を記した平和碑を久
く

野
の

の東
とうせんいん

泉院に建てました。

間中喜雄の平和碑7

JR東海道本線

親木橋
岡入口

富士見
橋際 国府津駅

国府津駅から
徒歩約10分。
国府津1752

菅原神社

西湘バイパス

JR
御
殿
場
線国府津小

入口

森
戸
川 JR東海道線

国府津駅

相模湾

　国
こ う づ

府津の菅
すがわら

原神社にあります。この碑は、
1907 年に当時の国府津村有志により建立されま
した。文字は篆

てん
書
しょ

で、揮
き

毫
ごう

者は日露戦争第３軍
司令官乃

の
木
ぎ

希
まれすけ

典です。忠
ちゅう

魂
こん

とは天皇に忠
ちゅう

誠
せい

を尽
くして戦死したということです。このような石
碑を戦

せん
争
そう

碑
ひ

と呼び、市内各所で見ることができ
ます。これまで戦没者にゆかりのある方々によっ
て維

い
持
じ

されてきたことから、一般にはあまり知
られていませんが、地域と戦争との関わりを伝
える貴重な資料です。

菅原神社の忠魂碑2

酒
匂
川

蛍田駅

小田原
アリーナ

豊川小

豊川支所前

飯泉
飯泉橋東

成田南

成田成田西

桑原

富士見大橋

小田原
厚木道

路

小
田
急
線

ＧＳユアサ

蛍田駅から東方向へ徒歩約25分。
富士見大橋を渡り、豊川支所前左折。　成田721

小田急線螢田駅

　成
なる

田
だ

にあるＧＳユアサ小田原事業所の中に慰
い

霊
れい

碑
ひ

があります。「慰霊の碑」の文字が刻まれた
石が置かれ、そばに空襲があったことを伝える
石碑と、殉

じゅんしょくしゃ
職 者名が記された石碑があります。

以前は、扇
おうぎちょう

町の湯
ゆ

浅
あさ

蓄
ち く で ん ち

電池小田原工場にあった
ものを、工場移転に際し移したものです。同工
場はバッテリーを製

せい
造
ぞう

していた軍
ぐん

需
じゅ

工場でした。
1945 年８月 13 日に米軍小型機による空襲を受
け、若い女性工

こう
員
いん

ら 13 名が犠
ぎ

牲
せい

となりました。
＊工場内にあるため見学には許可が必要です。

ユアサの空襲慰霊碑4

中河原 宗我神社

城前寺

下曽我
駐在所入口

曽我原

下曽我駅

下曽我駅から徒歩約15分。
曽我谷津400

法輪寺

JR
御
殿
場
線

JR御殿場線下曽我駅

×

　寺の山門近くにあり、裏面には「鳥取歩
ほ

兵
へい

二百聯
れんたい

隊本
ほん

部
ぶ

有
ゆう

志
し

、横浜市山
やまもと

元小学校疎
そ

開
かい

学
がく

童
どう

有
ゆう

志
し

」と記されています。この碑は本土決戦の
ために 1945 年４月頃より、小田原市東部に駐

ちゅう

留
りゅう

した歩兵第 200 連隊の元兵士が戦後建てたも
のです。連隊本部は国

こ
府
う

津
づ

の宝
ほうこんごうじ

金剛寺に置かれ、
この兵士たちは曽

そ
我
が

の山を上
のぼ

った浅
せんげんやま

間山で陣
じん

地
ち

構
こう

築
ちく

をしていました。その途中にある法
ほ う り ん じ

輪寺に
は学童疎開の児童がいて、元兵士たちとの交流
がありました。

法輪寺の「祈の森」の碑3

三の丸小学校

御幸の浜

箱根口

小田原駅
小田原
城址公園

市民会館

なりわい交流館

小田原駅
小田原駅東口
から
徒歩約15分。
本町1丁目12-49

市民会館前

　1927 年に約１万 2000 体もの青い目の人形
が親

しん
善
ぜん

使
し

節
せつ

としてアメリカの子どもたちから日
本の子どもたちへ贈られてきました。各地では、
贈られてきた青い目の人形の歓

かん
迎
げい

式
しき

典
てん

が盛
せい

大
だい

に
行われ、多くの小学校で飾られました。しかし
ながら 1941 年にアメリカとの戦争が始まると
人形は敵

てき
視
し

され、多くが処
しょ

分
ぶん

されました。幸い
にも小田原市立三の丸小学校には、そのうちの
一体「メイ・サン・マーチス」が処分されるこ
となく保存されています。

三の丸小の青い目の人形12

足柄駅

井細田駅

五百羅漢駅

小
田
急
線

大雄山線
大雄山線
五百羅漢駅
五百羅漢駅から
南方へ徒歩約５分。
小田原市文化財課
整理室裏
扇町5丁目8-31

久野川
※私有地のため長時間の
立ち入りはご遠慮ください。

　1945 年 8 月 13 日、扇
おうぎ

町
ちょう

にあった湯
ゆ

浅
あさ

蓄
ち く で ん ち

電池
小田原工場が米軍小型機による空襲を受けたと
き、工場近くの伊豆箱根鉄道大雄山線の切

きり
通
どお

し
付近に爆

ばく
弾
だん

が落とされました。線
せん

路
ろ

沿
ぞ

いにあっ
た防

ぼう
空
くう

壕
ごう

の天井がその衝
しょう

撃
げき

で落ち、中にいた多
た

古
こ

地区の 13 名が生き埋めとなり亡くなりまし
た。亡くなった方々の冥

めい
福
ふく

を祈って、1969 年に
防空壕があった場所（市文化財課整理室の裏）に、
近くのみそ製造の加藤兵太郎商店五代目の妻の
加藤文子さんによって「身

み
代
がわ

り地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

」が建て
られました。

多古の身代り地蔵尊6

郷土文化館

御幸の浜

箱根口

小田原駅小田原
城址公園

市民会館

なりわい交流館

小田原駅
小田原駅東口
から徒歩約 15分。
小田原城址公園内。
城内7-8

市民会館前

  小田原城
じょうし

址公園の一角にある小田原市 郷
きょう

土
ど

文
ぶん

化
か

館
かん

の展示室には、戦時下の暮らしの様子を知
ることができる資料を展示しているコーナーが
あります。中でもひときわ目を引くのが、金

きん
属
ぞく

類
るい

の不足から竹や籐
とう

で作られた「竹かぶと」で
す。民間人も空

くうしゅう
襲への対応としてかぶとを着

ちゃく
用
よう

することが指
し ど う

導されました。郷土文化館は年末
年始を除いて開館（９～ 17 時・臨時休館あり）
しており、入館無料です。

郷土文化館の戦争資料13

新玉小学校

小田原駅

七枚橋
大工町通り

銀座通り

東通り入口

新栄通り竹の花

栄町一丁目 新玉

小田原
城址公園

小田原駅
小田原駅東口から中町方向へ
徒歩約15分。　浜町2丁目1-51

蓮上院

　敗戦２日前の 1945 年８月 13 日、午前８時～
９時頃、新

あらたま
玉国民学校（現新玉小）は米軍小型

機による空襲を受け、教
きょう

職
しょく

員
いん

３名が亡くなりま
した。投下された４発の爆弾のうち、２発は学
校内に、１発は近くの田んぼに、もう１発は隣

りん

接
せつ

する寺院・蓮
れんじょういん

上院にある中
ちゅう

世
せ

土
ど

塁
るい

の上に落ち
ました。土塁は後

ご
北
ほう

条
じょう

氏
し

が築いたもので国指定
史跡となっています。そのため、爆弾によって
生じた穴を埋めることなく、その痕

こん
跡
せき

を現在に
留めることになりました。
＊隣接する道路から金網越しに見ることができます。

新玉小空襲の爆弾投下跡10

大雄山線
相模沼田駅

相模沼田駅

衣
料
品
店

ス
ー
パ
ー

接骨院

相模沼田

沼田

狩
川

とても
細い路地

大
雄
山
線

徒歩約15分。
狩川にかかる
橋を渡った、
小台地区の
住宅地内。
小台350付近

　小
こ

台
だい

地区の住宅地にひっそりと建っています。
1932 年７月 23 日、日

に ほ ん り く ぐ ん き
本陸軍機一機がこの地に

墜
つい

落
らく

し、搭
とう

乗
じょう

員
いん

２名のうち、１名は落
らっ

下
か

傘
さん

で
脱
だっしゅつ

出し、もう１名（岩
いわさき

橋之
ゆき

夫
お

軍
ぐん

曹
そう

）が亡くなり
ました。墜落した陸軍機は、東京の立

たち
川
かわ

にあっ
た陸軍飛

ひ
行
こう

第 5 連
れん

隊
たい

のもので飛
ひ

行
こう

訓
くん

練
れん

中でした。
翌年、小台地区（当時は足柄村）の住民によっ
て殉

じゅんしょくきねんひ
職記念碑が建てられました。

立川航空兵殉職記念碑5

国府津駅から
比奈窪行きバス
約10分「診療所前」
下車徒歩約30分
沼代506付近

JR東海道線
国府津駅

JR東海道本線

JR東海道新幹線

小田原厚木道路

塔台橋

橘タウン
センター
入口

押切橋

王子
神社

小船
診療所前

　沼
ぬましろ

代の王
おう

子
じ

神社近くの道路沿いに戦闘機のプ
ロペラを立てた慰

い
霊
れい

碑
ひ

が建っています。以前は
近くの小高い丘のミカン畑の中にあったものを
2010 年に移してきたものです。上

うえはら
原重

しげ
雄
お

陸軍
中佐は、1945 年２月 17 日、沼代上空で米軍戦
闘機との空中戦により撃

げき
墜
つい

されて戦死しました。
上原中佐は当時愛

あい
川
かわ

町にあった第 22 航
こう

空
くう

戦
せん

隊
たい

の
隊長で 28 歳でした。沼代の人たちは遺

い
体
たい

を収容
し通

つ
夜
や

をして弔
とむら

い、1953 年に墜
ついらくばしょ

落場所に慰霊碑
を建てました。

上原重雄陸軍中佐の
慰霊碑1


